
市では、市の取り組みに対する市民の意識を把握し、
事業の達成度を確認するため、｢市民意識調査」を実
施しています。本年度の結果について、一部抜粋して
掲載します。結果については、今後の取り組みに反映
していきます。
詳細は、市ホームページおよび榛原・相良庁舎の情報
公開コーナーで公表しています。
問い合わせ　秘書政策課　鈴木いずみ　☎㉓0052

調 査 対 象：市内在住（市内に住民票のある人）
の16歳以上の男女

調 査 方 法：無作為抽出による郵送配布・回収
調 査 期 間：８月７日 ～８月21日
発 送 数：1,397通
有効回収数：832通　　 有効回収率：59.5％
＊端数処理の都合上、また、複数回答のため、
合計が100％にならない場合があります。

― 調査の概要 ―

「市の取り組みについて満足しているか」「その取り組みが重要であると考えているか」との57項目の設問に
対して、満足度が最も高かった取り組みは「こども医療費制度」で、次に「幼稚園・保育園・認定こども園等
の充実」と続いています。重要度が最も高かった取り組みは「こども医療費制度」と「震災・火災・水害・浸
水対策への取り組み」となりました。

市の行政サービス「市の取り組みに対する満足度・重要度について」

今後も住み続けたいか？

20％０％ 40％ 60％ 80％ 100％
28年度 1.059.0 20.75.7 13.7

29年度 65.0 15.85.0 12.9 1.2

30年度 62.2 17.25.7 13.9 1.0

■住み続けたい
■市内の他の場所へ
移りたい

■市外に移りたい
■わからない
■無回答

今住んでいる場所に「住み続けたい」という
回答が約６割となりました。
「他の場所に移りたい」と答えた人の理由と
しては、「地震や津波などの被災の恐れがあ
るから」が５割を超え、最も高い結果となり
ました。

約６割の人が「今後も住み続けたい」居住

今現在、幸せだと思うか？

　「幸せだと思う」が６割以上

20％０％ 40％ 60％ 80％ 100％

■大いに思う
■ある程度思う
■どちらともいえない
■あまり思わない

■まったく思わない
■わからない
■無回答

「今現在、幸せだと思うか？」との問いに対し、
「大いに思う」と「ある程度思う」の合計が
６割を超えています。
幸せだと思う理由として、「健康であるから」
が最も多く、「家族や友人との関係が良好だ
から」「住まいがあるから」と続いています。 7.917.5 51.1 19.7 0.8
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公共施設の更新問題に対する市の取り組みについて
「知っている」と「聞いたことがある」の合計が約
３割となり、「知らない」が約６割となりました。

更新問題に対する市の取り組みを知っている人が３割以上公共施設

20％0％ 40％ 60％ 80％ 100％

28年度 6.9 21.5 68.0 3.6

29年度 2.0

「公共施設の更新問題（老朽化問題）」に対応
するための取り組みについて、知っていたか？
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①小児科や産婦人科などの医療機関の充実（69.2％）、②子育てに関する経済的支援の充実（40.3％）、③親子で遊べる施設
や公園の整備（35.2％）、④地震・津波など災害対策（26.7％）、⑤教育・文化水準の向上（23.1%）、⑥一時的に子どもを
預かる施設（18.6％）、⑦地域で子どもを育てる意識の向上（16.0％）、⑧悩みごとを話せる相談窓口の充実（14.1％）、⑨
子育てについての積極的な情報提供（7.8％）、⑩その他（2.0％）、⑪無回答（3.4％）

子どもを産み育てやすい環境にするため市が取り組むべきことは？

「牧之原市は子どもを産み育てやすい環境か？」との
問いに対し、「大いに思う」と「ある程度思う」の合
計が４割を超えました。
子どもを産み育てやすい環境にするため、市が取り組
むべきこととして、「小児科や産婦人科など医療機関
の充実」が約７割となり、最も高くなっています。

　「医療機関の充実に取り組むべき」が約７割

牧之原市は子どもを産み育てやすい環境か？
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浜岡原子力発電所の今後については「停
止しておいたほうがよい」が44.5％を
占める結果となりました。
次いで「安全が確認できれば稼働したほ
うがよい」が23.1％、「どちらともいえ
ない」が 21.2%となっています。

４割以上の人が「停止しておいたほうがよい」原発

20％０％ 40％ 60％ 80％ 100％

浜岡原子力発電所の今後についてどう思うか？
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知っている市の取り組みは？
①片浜小学校の利活用（23.8％）、②学校再編計画
（15.7％）、③老朽化施設の取り壊し（15.5％）、④保育施
設民営化（13.1％）、⑤消防団詰所の統廃合（10.0%）

［公共施設の更新問題とは］
公共施設の多くは昭和40～50年代に整備されましたが、
老朽化に伴い、更新の時期を迎えています。
人口減少や高齢化などで財政状況が悪化し、このまま
では、必要性の高い公共施設であっても安全な状態を
保てなくなる恐れがあります。
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■大いに思う
■ある程度思う
■どちらともいえない
■あまり思わない

■まったく思わない
■わからない
■無回答

牧之原市　市民意識調査 検索

市ホームページは、右のＱＲコードを読み取るか
検索してご覧ください。

令和２年度 市民意識調査結果 について


